
「みなさんと楽しく協力して進めていたいと思います！　鈴木(昇)」
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いじめ防止スローガン
みんなで子育て　よく見て、よく聞き、よく話そう！

見逃しません、子どもの小さな変化
ためらいません、子どもとの対話
連携します、家庭・学校・地域
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新会長になった和田洋樹氏、

通称わだっちに意気込みなどを

いくつか質問してみました。

　こんにちは。さいたま市PTA協議会の会長を拝命いたし
ました、和田洋樹です。普段は会社員としてITシステムの開
発に携わっており、エンジニアとして働いています。子ども
は3人共働きの家庭です。 
　PTAに関わるようになったきっかけは、本当にちょっとし
た“ひょんなこと”からでした。はじめは「自分にできるだろ
うか」という気持ちもありましたが、仕事柄、仕組みや仕掛
けに対する好奇心が強く、活動に関わる中で次第に「もっ
とこうしたら良くなるのでは？」と考えるようになりました。 
　私が大切にしているモットーは、「楽しくやる」「効率的にや
る」「人によりそう」の3つです。参加する方がもっと前向きに
取り組める、そのような組織にできればと思います。 

　当会は、教育委員会に対するカウンターパートとしての立場
にあります。学校ごとの声や地域の実情を集約し、行政との対
話を通じて、「現場の実態に即した提言」を届けることが、私た
ちの大きな役割です。 
　また、当会は各学校PTAのつながりによって成り立っており、
そこには「横の連携」が生まれます。ある学校での成功事例や工
夫を他校にも展開できること、地域全体でのイベントや研修を
実施できることなど、単独では実現できないスケールメリットを
活かせるのも大きな強みです。 
　子どもたちの育ちや学びを支えるためには、家庭や学校だけ
でなく、地域と行政が手を取り合うことが欠かせません。市Pは
意その橋渡しとして、教育環境をよりよくするための「つなぐ
力」をこれからも発揮していきたいと考えています。 

　ここ2年、市Pでは課題整理と体制立て直しに注
力してきました。これからは「新しい価値を生み出
すフェーズ」に入っていきます。アフターコロナを初
めとして社会変化に対応できるよう、「魅力ある
企画力」「仲間を巻き込む実行力」「成果を
広げる広報力」――この3つを強化して
いきます。 

　日Pは、全国大会などでＰＴＡの情報提供においては役割
を果たしている一方で、特に都市部における現場感覚との
ギャップや、ガバナンスの課題が指摘されていたのも事
実です。文部科学省とのカウンターパートとしての役割も
もっと期待したいところです。 
　市Pとしては、日Ｐに向けては必要ならいつでも対話や
連携のチャンスを残しておきたいと考えています。 

　「抜けたら終わり」ではなく、「いま必要なことに
集中する」ための前向きな選択です。 

●最初に自己紹介をおねがいします 

●今後考えている活動を教えてください

●市Pが子どもたちへできることとは？ 

●日Pを抜けたら市Pはどうなるの？ 

さいたま市PTA協議会
「児童・生徒ワイド補償制度（こども総合保険＋自転車総合保険）」

【幹事会社】
〈引受保険会社〉

〒330-0846 さいたま市大宮区大門町3-54 
TEL：048-641-4050

担当支店：埼玉支店

【非幹事会社】東京海上日動火災保険株式会社
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

13-0009　2026-07

取扱代理店・扱者
AIGパートナーズ株式会社
さいたま支店
〒330-0846　さいたま市大宮区大門町３－５４
ＴＥＬ0120-991-341（通話料無料）
（受付時間：9:00～17:00　土、日、祝日、年末年始を除く）

ご好評につき、
「中途加入」受付中です。
詳しくは左記取扱代理店・
扱者までご連絡ください。

中 途 加 入 受 付 中

埼玉県自転車条例
さいたま市自転車条例
に対応しています！

団体割引等
適用により
保険料が割安！

ケガの補償
24時間補償で安心！

◆学校内でのケガはもちろん、休日も含め
24時間ケガを補償！
◆地震等によるケガも補償！
◆細菌性食中毒、ウイルス性食中毒や熱中症
による死亡・後遺障害・入院・手術・通院も
補償！

自転車事故等による損害賠償責任も

※ご家族全員が対象　※国外は3億円まで補償となります。
無制限で補償

小学5年男子児童の
自転車衝突で母親に
約9,520万円の
賠償命令（神戸地裁判決）

示談交渉サービス*付き！

プランによって補償項目が異なる場合がありますので、詳しくはパンフレットをご確認ください。

本広告は制度の概要のみを記載したものです。ご加入に際しては重要事項説明書をよくお読みください。不明な点等がある場合には代理店までお問い合わせください。

オンラインの
お申し込みは
こちらから

小学校用

高校用中学校用

オンライン申込
募集期間延長中

＊示談交渉を行う場合は、被保険者
　および被害者の同意が必要です。
　国内のみのサービスとなります。



地域や学校によって異なる現場の声に耳を傾けながら、
共通の目標に向けた協力体制が再確認されました。
　さいたま市ＰＴＡ協議会は、これからも保護者同士の
つながりを深め、教育現場との橋渡し役としての役割を
果たしていくとともに、子どもたちにとって安心で健やか
な成長の場づくりに貢献してまいります。

　令和７年６月21日、さいたま市ＰＴＡ協議会の定期総
会が浦和区にある浦和コミュニティセンターにて開催さ
れ、市内の各小・中学校からＰＴＡ会長が出席しました。
本総会では、前年度の事業・会計報告、今年度の事業計
画や予算案の審議が行われ、すべての議案が承認され
ました。　
　また、本年度の役員改選により、新会長として緑区・
美園南中学校ＰＴＡ会長の和田洋樹（わだ ひろき）氏
が選出されました。和田新会長は就任のあいさつで、
「参加される方がもっと前向きに取り組める組織にした
い」と力強く語りました。
　総会では、日頃の活動報告や課題の共有が行われ、

【応募作品数】　小学校　30校　中学校・特別支援学校　17校　WEB版　２校
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大宮東小学校

つばさ小学校

大砂土小学校

大宮西小学校

泰平小学校

七里小学校

大砂土東小学校
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八王子中学校
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上大久保中学校

植竹中学校

原山中学校

七里中学校

土屋中学校

埼玉大学教育学部附属中学校

岸中学校

大宮南小学校
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春里中学校 ・上小小学校ＰＴＡ　

・大久保東小学校ＰＴＡ

・西浦和小学校ＰＴＡ

・仲町小学校ＰＴＡ　

・植竹中学校ＰＴＡ

令和7年度優良
PTA表彰校

審査風景

～定期総会～新体制のもと、家庭と学校をつなぐ一歩を

　学校行事についての記事・写真掲載が多数派を占めていまし
たが、なかには保護者アンケートで会員の思いを伝えたり、人に
焦点を当てたインタビューなど、力の入った企画記事に出合うこ
とができました。
　PTAの素晴らしい活動を紹介しているのに、スペースが
小さく、もっと大々的な取り上げ方をすれば、より良い
ものになったのでは、と思わせる広報紙もありまし
た。それと気になったのは、横書きが一般化してい
る影響でしょうか、従来縦書きだった広報紙のス

タイルをそのまま活用して、右綴じなのに開いてみると横書きの
レイアウトになっているものが、散見されましたので、一度確認す
る必要がありそうです。
　WEBなどの部門は、発信頻度の多さ、情報が充実したものが
高く評価されました。
　活用しているアプリによってレイアウトが既定されますが、工
夫の余地はまだありそうです。これは広報紙も同様ですが、事
務的に映る見出しなどは目を引きません。クローズな空間での
情報提供でない場合、子どもたちの生き生きとした姿を
伝えきれない写真をどう工夫するかも課題のようです。

～教育委員会 懇話会～

～補償制度説明会～

～令和７年度広報紙講習会～

　令和7年1月27日(月)、さいたま市内の大宮図書館 研
修室A・Bにおいて「さいたま市教育委員会とさいたま市
PTA協議会による懇話会」が開催され、保護者側として
市内各区のPTA会長代表者と教育委員会の関係者が
一堂に会し、教育現場と家庭との連携強化をテーマに
意見を交わしました。
　開会にあたり、さいたま市教育委員会教育長・竹居秀子
氏より「教育委員会とPTAとの関わりについて」と題し
たご講話をいただきました。竹居教育長は、PTA活動が
果たしている役割に深い敬意を示されながら、「教育は
学校だけで完結するものではなく、地域や家庭と共に
築き上げていくもの」と力強く語られました。
　保護者の声を教育行政に活かすための制度的な工夫
や、学校を取り巻く社会的課題に家庭がどう関わってい

くかなど、多岐にわたるテーマに触れられ、参加者から
も多くの共感の声が寄せられました。参加した代表者か
らは、「教育委員会の方 と々直接意見交換ができる貴重
な機会だった」「家庭と学校、行政が三位一体となるこ
との大切さを再認識した」といった声が聞かれ、今後の
活動への意欲が高まる懇話会となりました。
　本懇話会は、子どもたちの健やかな成長を支えるた
め、学校・家庭・地域が手を取り合う姿勢を改めて確認
し合う、意義深い場となりました。
さいたま市PTA協議会は、さいた
ま市教育委員会と今後も連携を
強め、子どもたちのためにより良い
環境の実現を目指して取り組んで
まいります。

　令和７年５月２８日（水）大宮ソニックシティ会議室に
て、令和７年度広報紙講習会が開催されました。
　講師に公益財団法人理想教育財団理事　矢吹正徳氏
を迎え、３４校・総勢５９名の広報担当者の皆様のご参
加を得て、活気ある講習会となりました。矢吹先生の
「作品づくりはＰＴＡ活動そのものである。」「豊かな活動を
展開している学校の広報紙は、内容も豊かである。」「活
動を広く知らしめ。参加したい気持ちを喚起する。」等の
お話は普段広報紙を作成している参加者の方々には大
変参考となる話題でした。
　ワークショップ形式での実習「企画テーマを考える」
「紙面のレイアウトを考える」では、時折談笑を交えなが

らも、まるで小学生に戻ったかのように目を輝かせながら
作業に取り組んでいる参加者の姿がとても印象的でし
た。先生の講習終了後も、今年度の広報コンクール受賞
広報紙を退室時間いっぱい迄熱心に閲覧されてました。
　参加者の皆様が今回の内容を各校ＰＴＡに持ち帰り、
魅力ある広報紙で自
校のＰＴＡ活動を広め
て貰いたいと思いま
す。それによりますま
す充実したＰＴＡ活
動の発展を願ってお
ります。

　令和7年1月23日（木）RaiBoC Hall（小ホール）にて
「補償制度説明会」説明会が行われました。「補償制度」
とはＰＴＡ会員皆様の「安心できるＰＴＡ活動」をめざ
し、単位PTAで加入。各校ＰＴＡ（保護者・教職員・ボラ
ンティアでの参加者）およびＰＴＡ活動中の児童・生徒
に生じる事故について提供される総合的な補償につい
て説明していただきました。
　昨年度から提供スタートした「サイバー・情報漏洩保険」
はPTA活動をする中での個人情報漏洩に備える保険で
す。単位PTAにて加入しますが、保険料負担はさいたま

市PTA協議会となります。PTA会員が個人で加入する我
が子の万が一に備える「児童生徒ワイド補償制度（こども
総合保険）」も説明していただきました。
　こういった補償制度があるとい
うことは日頃のPTA活動をする上
でも安心していただけるのではな
いかなと思います。参加した方々は
保険内容や申し込み方法の説明を
真剣な様子で耳を傾けてらっしゃ
いました。

最適で持続可能な情報提供の在り方を模索
　「広報紙」から「広報」コンクールへの変更初年度　

矢吹 正徳
公益財団法人理想教育財団理事
元日本教育新聞社取締役編集局長


